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本号は未入会の先生にも
お送りしました。

入会案内2面参照
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。
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付
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惧
を
強
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じ
る
。

社会保障の充実と保険医の生活の向上を目指して
会長　西田　直巳（金沢市・小児科）

2017年・年頭所感

明けましておめでとうございます。
世界を見渡すと、地政学的リスクの増

大、アメリカの政権交代、保護主義の台頭が危惧され、保団連・
保険医協会が反対してきたＴＰＰは、アメリカの脱退で、どこか
へ吹っ飛んでいきそうです。国内では、ここ数年、政権の右傾化
と社会保障の縮小が続いています。公的年金の減額、医療・介
護費の自然増の抑制、高額薬価薬剤の臨時引き下げが国家財政
の逼迫を理由に決定し、公定価格である薬価は、その気になれば、
いつでも上げ下げ自由ということが証明されました。
国家の正統性が、"seculity" であるという概念からは、social 
seculity＝社会保障の充実は国としての義務であり、憲法にはそ
のことがはっきりと書かれています。石川県保険医協会は、社会
保障の充実と保険医の生活の向上を目指す活動を継続していき
ます。
次に、石川県保険医協会独自の活動について述べます。
石川協会の企画としては、通り一遍の学術講演会等ではなく、

工夫を凝らしたものにしたいと思っています。
保険診療における診療水準の向上を目指す取り組みでは、会

員医療機関のスタッフも含めた診療水準向上を目指してきました
が、この方針は今年も堅持していきます。多職種連携が叫ばれる
今日、この取り組みは、協会活動の最重要事項と考えています。

協会活動のもう一つの柱である、指導監査対策では、東海北
陸厚生局石川事務所からの開示資料を基に、個別指導、適時調
査での指摘事項から見えてくるものを中心に、医療機関における
対策の充実を目指します。
人権に関する取り組みは、石川協会が全国に誇るものです。「医
療者は人権のにない手である」を合い言葉に、社会保障セミナー
や在宅医療の問題点の解決策を探る企画、日々起こる人権問題
への迅速な対応などを企画していく予定です。
文化企画の充実には著しいものがあります。昨年、募集と同時

に定員に達した「かぶら寿司作り体験」や、今年で12回目の開
催となる「ドクターズ・ファミリー・コンサート」、「酒蔵見学会」
など、盛りだくさんの企画を用意したいと思っています。
会員数は、昨年度は微増でした。自然減が増えている状況の

中では、微増傾向が保たれていることは、後継者への働きかけに
よるところが大きいと考えています。さらなる飛躍を考えるとき、
勤務医会員の入会が不可欠に思えます。
今年度は役員改選の年です。会員各位の協力を仰ぎながら、
執行部の若返りと強力化を目指したいと思います。
今年も、協会活動の目的達成を目指して執行部一同、奮闘す

る所存です。会員の皆さまのご協力をお願いして、年頭のごあい
さつとします。

と　き ところ

第一部 第二部

石川県保険医協会  第43回定期総会

総会議事（5階 コンベンション室）
午後0時半～午後1時半
・2016年度活動報告及び2017年度活動方針案
・2016年度決算報告及び2017年度予算案
・ 役員改選
・ 総会アピール
・ 特別功労者の表彰

※上映会の申し込み方法など、詳しくは案内チラシをご覧ください。問合せは、石川県保険医協会 （電話 076-222-5373）まで。

記念企画（1階 ホール）
午後2時～午後4時

映画「いしゃ先生」上映会
定員／320人　入場料／500円（高校生以下無料）
＜あらすじ＞戦前戦後の混乱期、無医村だった山形県大井沢村で、
村民の生活と命を守るために尽力した実在の女性医師・志田周子の
半生を描いたヒューマンドラマ。（詳しくは8面に紹介）

2017年3月26日（日）午後0時半～午後４時 石川県女性センター（金沢市三社町1-44）

（予定）
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保険医協会会員だけの
共済制度に加入できます。
●病気・ケガの強い味方

休業保障共済保険
●リタイヤ後の生活設計に

保険医年金
●万一の時の大型保障

グループ保険

保険医協会会員だけの

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての情報提供
やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換、税務・雇用に関する講演会なども開催しています。
医科・歯科の共同体を活かし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

能を育てましょう（食育パンフ）』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回本紙『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの楽しい
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。

1 診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く

日常の保険請求
1
2
やご相談にも応じています。
2

3 共済制度共済制度33
4 新規開業医懇談会4
5

保険医協会会員だけの保険医協会会員だけの
医科・歯科の共同体医科・歯科の共同体55
6
県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

休業保障共済保険
共済制度に加入できます。 医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

保険医協会会員だけの
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。66
7

月に１回本紙

休業保障共済保険 能を育てましょう（食育パンフ）』など

月に１回本紙

休業保障共済保険 能を育てましょう（食育パンフ）』など
7

8

グループ保険 会員同士の交流会、文化企画グループ保険
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画
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たとえばこ

んな
たとえばこ

んな

注目

保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。
保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。

保険医協会にぜひご入会下さい！

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会は自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会方法
医科 723人
歯科 306人

会員数　1029人

協 会 の あ ゆ み協 会 の あ ゆ み 理事会・専門部活動理事会・専門部活動

理
事
会

歯 　 科 　 部 歯科新点数検討会、多彩な講演会、食育プロ
ジェクトなど

学 術・保 険 部 医科新点数検討会、よろず勉強会、医師とコ・
メディカルのための講演会など

医 療 福 祉 部 『病院マップ』『福祉マップ』の発行、社会保障
セミナー、在宅医療講演会など

機関紙・文化部 『石川保険医新聞』の発行および文化企画、
ホームページの運用

経 営・共 済 部 休業保障共済保険、保険医年金、グループ保
険の普及・運営など

総務部・財政部 医療改善運動、原発・いのち・みらいプロジェ
クトなど

石川県保険医協会は、全国22番目に発足しました。
1971年の保険医総辞退事件のころから石川協会設立の準備がはじめ
られ、1975年、104人の会員をもって設立されました。
現在、1,029人（医科723人、歯科306人：2016年12月現在）の医師・
歯科医師を会員とし、全国組織の保団連（全国保険医団体連合会・会
員10万4千人）に加盟しています。
保険医協会の目的は、「保険医の権利と生活を守る」ことと「国民
の医療と福祉を充実させる」ことです。石川県保険医協会では、この
目的達成のために、現在、６つの専門部を設けて活動しています。
また、県内のあらゆる医療・保健・福祉の分野でご活躍の団体、個
人の方々との交流・協働を大切にしています。

──石川県保険医協会では
　　日常診療に役立つさまざまな活動を行っています──

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。
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保険医協会会員だけの
共済制度に加入できます。
●病気・ケガの強い味方

休業保障共済保険
●リタイヤ後の生活設計に

保険医年金
●万一の時の大型保障

グループ保険

診療報酬改定（医科・歯科・介護）時には、いち早く新点数情報をお届けします。
日常の保険請求への問い合わせにも懇切丁寧にお答えし、審査、指導、監査などについての情報提供
やご相談にも応じています。

共済制度「休業保障共済保険」「保険医年金」「グループ保険」などに加入できます。
新規開業医懇談会や経営に関する情報交換、税務・雇用に関する講演会なども開催しています。
医科・歯科の共同体を活かし、交流・連携ができます。
医科・歯科ともに多彩な講演会を企画開催しています。

県内の医療・福祉関連情報として、『病院マップ』や『福祉マップ』、歯科関連では『歯科保険診療便覧』『お口の機

能を育てましょう（食育パンフ）』など石川協会オリジナルの書籍をたくさん発行しています。
月に１回本紙『石川保険医新聞』を発行しています。地元の地域医療に関する情報や会員からの楽しい
投稿が盛りだくさんです。ホームページも充実させています（http://ishikawahokeni.jp/）。

会員同士の交流会、文化企画にご参加いただけます。
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メリットが！
たとえばこ
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注目

保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。
保険医の生活と権利を守り、
国民の医療と福祉を充実させます。

保険医協会にぜひご入会下さい！

●入会の条件／保険医であり、石川県保険医協会の目的（保険医の権利擁護と国民医療
の充実）に賛同いただくことが入会の条件です。

●入会手続き／入会手続きは、「入会申し込み書（ハガキ形式）」および会費等納入のため
の「預金口座振替依頼書」に必要事項をお書きいただくことで完了します。

●会　　　費／ 勤務医  ３,８００円／月開業医  ４,５００円／月
※入会金はありません
※３カ月分ずつ年４回（1，4，7，10月の25日）ご指定の預金口座から自動引き落とし
※協会は任意団体ですので入退会は自由です。退会される場合は、「退会届」用紙のご提出をお願いします。

石川県保険医協会
電話 076（222）5373
FAX 076（231）5156
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/●入会をご検討いただける方は、協会までご連絡ください。先生のご都合の良い日時に事務局員が説明に参ります。

入会方法
医科 723人
歯科 306人

会員数　1029人

協 会 の あ ゆ み 理事会・専門部活動

理
事
会

歯 　 科 　 部 歯科新点数検討会、多彩な講演会、食育プロ
ジェクトなど

学 術・保 険 部 医科新点数検討会、よろず勉強会、医師とコ・
メディカルのための講演会など

医 療 福 祉 部 『病院マップ』『福祉マップ』の発行、社会保障
セミナー、在宅医療講演会など

機関紙・文化部 『石川保険医新聞』の発行および文化企画、
ホームページの運用

経 営・共 済 部 休業保障共済保険、保険医年金、グループ保
険の普及・運営など

総務部・財政部 医療改善運動、原発・いのち・みらいプロジェ
クトなど

石川県保険医協会は、全国22番目に発足しました。
1971年の保険医総辞退事件のころから石川協会設立の準備がはじめ

られ、1975年、104人の会員をもって設立されました。
現在、1,029人（医科723人、歯科306人：2016年12月現在）の医師・

歯科医師を会員とし、全国組織の保団連（全国保険医団体連合会・会
員10万4千人）に加盟しています。
保険医協会の目的は、「保険医の権利と生活を守る」ことと「国民

の医療と福祉を充実させる」ことです。石川県保険医協会では、この
目的達成のために、現在、６つの専門部を設けて活動しています。
また、県内のあらゆる医療・保健・福祉の分野でご活躍の団体、個

人の方々との交流・協働を大切にしています。

──石川県保険医協会では
　　日常診療に役立つさまざまな活動を行っています──

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。医師とコ・メディカルのためのシンポジウム医師とコ・メディカルのためのシンポジウム
―生活の場の違いによる
　診療・介護報酬算定を読み解く

医師とコ・メディカルのためのシンポジウム医師とコ・メディカルのためのシンポジウム
―生活の場の違いによる―生活の場の違いによる―生活の場の違いによる―生活の場の違いによる―生活の場の違いによる
　診療・介護報酬算定を読み解く　診療・介護報酬算定を読み解く　診療・介護報酬算定を読み解く退院患者はどこへ行く?

医師とコ・メディカルのためのシンポジウム
「退院患者はどこへ行く？―生活の場の違いによる診療・介護報酬算定を読み解く」

去
る
十
二
月
十
一
日
（
日
）、

金
沢
都
ホ
テ
ル
に
お
い

て
「
退
院
患
者
は
ど
こ
へ
行

く
？ 

│ 

生
活
の
場
の
違
い
に
よ

る
診
療
・
介
護
報
酬
算
定
を
読

み
解
く
」
と
題
し
て
医
師
と
コ・

メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
六
十
八

人
が
参
加
し
た
。
二
〇
二
五
年

問
題
解
決
の
切
り
札
と
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
だ
が
、
と

り
わ
け
在
宅
医
療
の
複
雑
化
が

水
を
差
す
形
に
な
っ
て
い
ま
い

か
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
住
ま

い
の
多
様
化
、
特
に
退
院
後
の

生
活
の
事
情
に
よ
り
、
行
き
先

が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
あ

る
い
は
介
護
保
険
施
設
で
あ
っ

た
り
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

住
ま
い
が
多
種
多
様
に
な
る
こ

と
で
、
医
療
や
介
護
報
酬
の
算

定
の
仕
方
が
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
り
、
時
に
は
算
定
す
ら
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
、
複
雑

化
し
た
診
療
・
介
護
報
酬
を
今

一
度
整
理
し
、
制
限
を
知
っ
た

上
で
必
要
か
つ
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
医
療
・
介
護
を

受
け
る
権
利
を
保
て
る
工
夫
を

話
し
合
う
場
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
た
。

ま
ず
、
工
藤
浩
司
事
務
局
長

よ
り
「
診
療
・
介
護
報
酬
算
定

の
間
で
の
給
付
調
整
と
算
定
制

限
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が

あ
っ
た
。
給
付
調
整
に
よ
る
制

約
、
医
療
従
事
者
の
配
置
義
務

に
よ
る
制
約
、
一
戸
建
て
か
集

合
住
宅
か
に
よ
る
区
分
な
ど
が

論
点
整
理
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

が
、
介
護
保
険
の
悪
い
と
こ

ろ
（
上
限
あ
り
、
自
費
と
併

用
、
給
付
管
理
）
を
医
療
保
険

が
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
流

れ
を
指
摘
さ
れ
た
。
続
い
て
、

各
演
者
か
ら
ご
発
表
を
い
た
だ

い
た
が
、
総
合
討
論
の
最
後
に

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
た
国
へ
の

要
望
事
項
も
併
せ
て
ご
紹
介
す

る
と
、
大
和
太
郎
氏
（
や
ま
と

＠
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

か
ら
は
（
一
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

中
の
患
者
へ
の
医
療
保
険
で
の

診
察
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
を
正
式
に
認
め
て
ほ
し
い

（
早
期
の
治
療
は
入
院
を
回
避

し
う
る
）、（
二
）
在
宅
医
療
で

の
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
、
か

つ
複
雑
化
し
な
い
こ
と
、
倉
下

陽
子
氏
（
石
川
県
立
中
央
病

院
・
退
院
支
援
看
護
師
）
か
ら

は
（
一
）
近
年
、
外
来
に
お
い

て
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
と
も

に
患
者
の
生
活
支
援
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
入
院
に
お
け
る
退

院
支
援
加
算
の
よ
う
な
報
酬
を

付
け
て
ほ
し
い
、（
二
）
急
性

期
病
院
か
ら
医
療
型
療
養
病
床

に
患
者
を
紹
介
す
る
際
に
、
医

療
依
存
度
が
高
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
医
療
区
分
が
低
い
た
め
に

紹
介
し
づ
ら
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
解

消
し
て
ほ
し
い
、
尾
角
裕
美

氏
（
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
・
医

療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
か
ら
は
（
一
）

現
場
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
以
下
Ｓ

Ｗ
）
の
数
が
不
足
し
て

お
り
、
退
院
支
援
加
算

を
よ
り
充
実
さ
せ
て
Ｓ

Ｗ
な
ど
の
雇
用
を
促
進

し
た
い
、（
二
）
患
者

が
死
亡
退
院
し
た
場
合

は
、
調
整
に
要
し
た
努

力
が
評
価
さ
れ
て
い
な

い
の
で
改
善
し
て
ほ
し

い
、
三
ツ
田
佳
代
氏

（
リ
ハ
ビ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ

フ
ィ
ス
み
ん
な
と
・
理
学
療
法

士
）
か
ら
は
、
利
用
者
の
転
倒

を
防
ぐ
こ
と
が
医
療
費
を
下
げ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
し

た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対

す
る
評
価
を
付
け
て
ほ
し
い
、

國
光
智
恵
美
氏
（
あ
お
い
と
り

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
・
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
か
ら
は
（
一
）
医
療

訪
問
看
護
の
複
数
事
業
所
の
同

日
算
定
の
容
認
、（
二
）
介
護

保
険
不
使
用
者
に
お
け
る
ケ
ア

マ
ネ
無
報
酬
へ
の
手
当
な
ど
の

要
望
が
挙
げ
ら
れ
た
。

問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
制

度
の
矛
盾
に
驚
か
さ
れ
る
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な
中
で

各
職
種
が
そ
の
倫
理
観
と
信
念

に
突
き
動
か
さ
れ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
に
日
々
活
動
な
さ
っ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
は
改
善
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
展

開
し
て
い
く
べ
き
テ
ー
マ
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
た
。

在宅医療点数の手引
2016年度改定版

発刊のご案内
「在宅の算定はややこしい …」にこの１冊！
本書では改定のたびに複雑化していく在宅医療点数を、独

自に作成した図表・フローチャートなどを豊富に使い、分かりや
すく解説しています。在宅医療を始
める上で必要な基礎知識のほか、
介護保険の解説、80例を超える明
細書事例も掲載し、好評です。

会員価格　　　　　　　
（送料込、定価4,000円）です。
電話、FAX、Eメールよりご注文ください。

1冊2,000円
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●定価／4,000円（会員価格2,000円）
●発行／全国保険医団体連合会
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68人が参加し、開催された（12月11日・金沢都ホテル）
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多
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大和太郎氏

司会を務めた小川滋彦理事

倉下陽子氏

國光智恵美氏

基調講演を行った工藤浩司事務局長

尾角裕美氏

三ツ田佳代氏

石 川 保 険 医 新 聞 第537号（3）2017年1月15日（毎月15日発行）



2012年に成立した社会保障制度改革推進法に基づき、政府は社会保障に
おける公的責任の後退と徹底した給付削減施策を進めている。この間の本
連載でも述べた通り、2014年の医療介護総合法は、地域医療構想を通じた
病床機能分化を企図しているが、先ごろ石川県が示した構想案では、2025
年までに一般病床を約2500床、療養病床を約2000床減少させることになる

「必要病床数」を公表し、この間の診療報酬改定による誘導策とあいまっ
て、病床削減を進めようとしている。2015年の医療保険制度改革関連法
は、入院時食事療養費における患者負担の引上げや患者申出療養制度の創
設など医療保険における給付削減と患者負担増を具体化するものである。
国保財政の都道府県単位化による新たな保険料水準等を決める場は、来年
度から舞台を都道府県の国保運営協議会に移し本格的な議論がスタート
する。

以上の改革と並行して、2016年度は「経済財政運営と改革の基本方針
（いわゆる骨太方針）」で提起され「経済・財政再生計画」にて論点整理さ
れたさらなる医療制度改革の具体化に向けて、社会保障審議会医療保険部
会で議論が進められていた。特に2016年夏の参院選後、患者に対する負担
増に直結する項目案が具体的に示され、2016年12月 8 日の会議にて「議論
の整理（案）」として公表された。2017年の通常国会における法律改正や
予算編成の中で具体化が進められるものである。以下、この内容を整理し
て紹介していく。

高額療養費の月額上限引上げ
高額療養費制度については、70歳以上の高齢者における月額上限引上げ

の議論が進められた。改革の中心は、「現役並み所得者」の負担上限を70
歳未満と同等にするなどの上限額の引上げと、70歳以上にのみ存在する

「外来上限特例」を廃止、または存続の上、上限引き上げとするものであ
る。負担引上げの程度により 2 案が示されている。なお、外来上限特例と
は、世帯合算等を踏まえた最終的な月額上限とは別に、個人単位で入院以
外の月額上限額を設けるものであり、医療費が増大する高齢期の患者負担
を軽減するものとして大きな意義があった。これが廃止（あるいは月額上
限引上げ）されると大幅な負担増となる（本稿の最終校正段階で政府予算
案の内示があり、外来限度額を存続させた上で上限額を段階的に引上げる
最終案が明らかとなった。詳細は次号にて紹介する）。

後期高齢者保険料の軽減特例の廃止
後期高齢者医療制度は、その負担増に対する国民世論の批判を受け、保

険料の特例的な軽減措置を施行直後に講ずることとなった。これまで全く
保険料負担のなかった元被扶養者や大幅な負担増となる一般の低所得者に
対して、法律本則の保険料負担軽減に加えて特例軽減制度が設けられたの
である。法律本則では原則として保険料の均等割部分に「 7 割、 5 割、 2
割軽減」が規定されているが、特例により「 7 割軽減」について「 9 割」
または「8.5」割のさらなる軽減策が導入された。また、保険料の所得割
部分についても「 5 割軽減」が創設されていた

（法律本則に軽減策なし）。さらに元被扶養者に対
しては、所得に係らず均等割部分が「 9 割軽減」
となっていた。

これらの軽減特例について、段階的に廃止し法
律本則の負担軽減のみにするという提起がなされ
ている。高額療養費の月額上限引上げと相まっ
て、高齢者を狙い撃ちにするかのような負担増の
提起である。

入院時の居住費（光熱水費相当額）に係る患者負担の
見直し

医療保険における入院時の居住費相当額に係る患者負担について、金額
の引上げと対象拡大が提起されている。現行制度では、療養病床に入院す
る65歳以上の患者については、通常の入院時食事療養費とは別に入院時生
活療養費の適用対象となっており、生活療養費では、「食費」部分とは別
に光熱水費相当額の「居住費」部分も患者自己負担となっている。ただ
し、療養病床入院基本料算定の指標である「医療区分 2 」「医療区分 3 」
の患者については生活療養費の適用ではあるが負担額は食事療養費と等し
くするという特例を設けることにより居住費負担の対象外とし、結果とし
て、居住費が課されるのは療養病床において相対的に医療必要度が低いと
される「医療区分 1 」の患者に限られていた。

この間の議論では、居住費負担の対象者を療養病床のみならず一般病床
や精神病床にまで拡大するという論点も示されていたが、審議会において
は65歳以上の療養病床入院患者のうち、「医療区分 2 」「医療区分 3 」の者
についても新たに居住費徴収の対象とするという結論となった（難病患者
については従来通り対象外）。

あわせて居住費の負担金額（現行320円／日）そのものも引上げが提起
されている。これらを整理すると、①2017年10月から、医療区分 2 、 3 の
患者について、200円／日の居住費負担を新設、②2018年 4 月から、医療
区分を問わず370円／日に引き上げ ─ という改定案となっている。

以上の項目が来年度以降の実施に向けて具体化が進められることにな
る。入院時の居住費負担の対象見直しについては、2017年の通常国会にお
いて医療保険各法の改正法案が上程される見込みとなっており、高額療養
費や後期高齢者保険料の見直しについては、来年度予算編成の議論の中で
具体化され政令・省令改正により実施を目指す方向である。これらの方針
のベースにあるのは2013年の「社会保障制度改革国民会議」において提起
された「負担能力に応じた負担」という理念である。すでに本連載でも述
べているとおり、「負担能力に応じた負担」という理念自体は社会保障の
あるべき理念に合致するものであるが、この間の制度改革においては「世
代間の負担の公平」という理念にすり替えられ、高齢者に対する負担増を
正当化するために矮小化されて用いられていることが最大の問題である。
応能負担の徹底は、負担能力のない人からは負担を求めないということも
意味するわけであり、このような観点からの（世代を通じた）負担軽減策
のない「改革案」は、高齢者の負担能力を本当に考慮したものになってい
るとは到底言えないと考える。

なお、これら具体化が進められるもの以外にも、「経済・財政再生計画」
には、検討すべきとされた負担増メニューがある。「かかりつけ医以外の
受診の際の外来定額負担の創設」、「市販品類似薬の保険償還率の見直し」、

「金融資産等の保有状況を考慮に入れた負担の在り方」等である。これら
は、審議会の現時点での議論では「継続審議」扱いとされ、2017年の法律
改正に盛り込まれることは見送られたものの、財務省の財政審から示され
た「予算編成等に関する建議」では引き続き重点項目として取り上げられ
ており、今後とも注視していく必要がある。とりわけ、「外来受診時の定
額負担」については、名目上の目的は「かかりつけ医の普及のため」とし
ているが、かかりつけ医以外に受診した際に「ペナルティ的に」患者に負
担を求めることの意図は、フリーアクセスに対する制限、患者単位での医
療費の総額管理による医療費抑制であることは明白である。財務省から
は、「患者が、あらかじめかかりつけ医を保険者に登録する」という登録
医制の創設にまで踏み込んだ議論も行われていることにも注意が必要であ
る。これらの「今回具体化が見送られたメニュー」についての議論の整理
は、介護保険における負担増メニューとともに 2 月号以降に掲載する予定
である。

区分
（年収）

現行 案1 案2

外来（個人） 限度額（世帯） 外来（個人） 限度額（世帯） 外来（個人） 限度額（世帯）
1160万~

44,400円 80,100円+1%
<44,400円>

252,600円+1%<140,100円> 252,600円+1%<140,100円>
770~1160万 167,400円+1%<93,000円>　 167,400円+1%<93,000円>　
370~770万 　80,100円+1%<44,400円>　  80,100円+1%<44,400円>　
一般 12,000円 44,400円 57,600円<44,400円> 24,600円 57,600円<44,400円>
低Ⅱ

8,000円
24,600円 15,000円 24,600円

8,000円
24,600円

低Ⅰ 15,000円 10,000円 15,000円 15,000円

表　70歳以上の高額療養費月額負担上限の改革案（2016年12月8日公表、＜ ＞は多数該当の場合の上限案）

社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

事務局長　工藤　浩司

第 27 回 2017年度の「患者負担増計画」に係る
社保審の検討結果が示される
―「外来定額負担」は継続審議へ

石 川 保 険 医 新 聞 2017年1月15日（毎月15日発行）（4）第537号
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シリーズ

写
真
で
伝
え
る

　
　福
島
の
非
日
常

理
事

　斉
藤

　典
才
（
金
沢
市･

外
科
）

福
島
原
発
事
故
が
発
生
し
て

以
降
、
保
険
医
協
会
の
「
原

発
・
い
の
ち
・
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
年
に
二
回
ほ
ど
講

演
会
を
開
催
し
、
市
民
公
開
講

座
と
し
て
勉
強
を
続
け
て
い

る
。
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

に
近
江
町
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
赤
城
修
司
氏
（
福
島
市
在

住
、
高
等
学
校
美
術
教
員
）
を

講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催

し
、
五
十
七
人
が
参
加
し
た
。

赤
城
氏
は
震
災
以
前
か
ら
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
始
め
て
い
た
が
、

震
災
、
特
に
福
島
原
発
事
故
後

に
身
の
回
り
で
起
こ
っ
て
い
る

非
日
常
的
な
事
象
、
そ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
は
決
し
て
報
道
さ

れ
ず
、
多
く
の
福
島
市
民
も
関

心
が
無
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な

事
象
を
写
真
に
撮
り
ツ
イ
ー
ト

し
て
き
た
。
広
範
な
除
染
を

行
っ
た
今
で
も
、
福
島
市
で
は

放
射
線
量
の
高
い
場
所
が
身
近

に
存
在
す
る
。
福
島
市
民
は
、

事
故
前
の
五
〜
十
倍
の
汚
染
が

残
存
す
る
土
地
で
暮
ら
し
て
い

る
の
だ
。
除
染
作
業
で
集
め
ら

れ
捨
て
場
の
な
い
汚
染
土
が
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
に
包
ま
れ
、
生
活

圏
の
そ
こ
か
し
こ
に
置
か
れ
て

い
る
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

そ
の
そ
ば
で
無
邪
気
に
遊
ん
で

い
る
し
、
彼
が
教
え
て
い
る
学

校
の
校
門
付
近
に
も
大
き
な
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
が
あ
り
、
高
校
生

が
普
通
に
そ
ば
を
歩
い
て
い

る
。
あ
る
私
鉄
の
駅
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
下
に
も
、
ぎ
っ

し
り
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
包
ま

れ
た
汚
染
土
が
配
置
さ
れ
、
そ

の
真
上
を
行
き
か
う
人
々
か
ら

は
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
今
や
放
射
線
で
汚
染

さ
れ
た
土
が
そ
ば
に
あ
っ
て

も
、
あ
ま
り
に
日
常
的
に
な
り

す
ぎ
て
、
人
々
は
関
心
を
示
さ

な
い
。

彼
の
撮
る
写
真
の
多
く
は
、

福
島
の
復
興
に
と
っ
て
は
妨
げ

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
普
通
に

生
活
し
て
い
る
多
く
の
市
民
に

と
っ
て
は
「
そ
れ
が
ど
う
し
た

の
？
」
と
言
わ
れ
そ
う
な
も
の

で
あ
る
が
、
彼
に
と
っ
て
は

大
変
気
に
な
り
、「
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
使
命

感
が
彼
を
突
き
動
か
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
彼
が
こ
う

し
た
写
真
を
撮
り
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
語
る
こ
と
で
、
世
の

中
が
変
わ
る
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
彼
の
ツ
イ
ー

ト
し
て
き
た
写
真
を
ま
と
め

た
『F

ukushim
a T

races　

2011-2013
』
と
い
う
本
が
出

版
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
目
に

は
異
常
と
映
る
光
景
が
、
多
く

の
市
民
に
は
全
く
問
題
の
な
い

こ
と
と
し
て
見
え
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
恐
ろ
し
く

感
じ
て
し
ま
う
。
今
の
福
島
市

民
の
生
活
環
境
が
正
常
で
は
な

い
こ
と
を
、
私
た
ち
は
再
認
識

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

7つの間違い 回答（問題7面）

【答え】①男の子のズボン　②右の旗　③卵の殻　④むいたミカン
⑤フォーク　⑥机の足（左）　⑦左の女の人のたもと

57人が参加し開催された（11月27日・近江町交流プラザ）

写真集『Fukushima Traces 2011-2013』

講師の赤城修司氏

会員の先生方へ
国保制度の改善を
求める金沢市長宛て
要請署名を
お送りください

昨年１１月から会員の皆さまへ
ご協力をお願いしている「国民健
康保険制度の改善を求める金沢
市長宛て要請署名」がお手元に
ありましたら、 保険医協会へ１月
１７日（火）までにお送りください。

石川県保険医協会
●送付先住所
　〒920-0902
　石川県金沢市尾張町2丁目8番23号
　太陽生命金沢ビル８階

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
下
が
り
か
ら
3
、
5
が
好
手
段

で
白
死
で
す
。
黒
1
で
4
は
白
3
で
白
生

き
。
黒
1
で
2
は
白
1
黒
イ
白
4
で
白
生

き
。
黒
1
で
3
は
白
4
黒
1
白
イ
で
白
生

き
で
す
。囲

解
答

碁

☗
2
二
歩
成
☖
同
玉
☗
1
三
銀

☖
3
一
玉
☗
3
二
金
☖
同
玉
☗

4
三
銀
☖
3
一
玉
☗
2
三
桂
不

成
ま
で
9
手
詰
。

〈
解
説
〉
3
手
目
に
☗
1
三
銀

が
好
手
で
、
☖
同
玉
な
ら
☗
2

三
金
。
ま
た
☗
1
三
銀
を
桂
と

香
の
い
ず
れ
で
取
っ
て
も
☗
2

三
銀
以
下
の
詰
み
。
な
お
3
手

目
☗
2
三
金
は
☖
3
一
玉
以
下

届
き
ま
せ
ん
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

7
＋
1
で
、答
え
は「
8
」

（
問
題
12
面
）

次
回
は
忘
年
会
の
た
め
、

今
年
最
後
の
理
事
会
（
＝
議

論
の
場
）
で
あ
る
。
今
日
も

分
厚
い
資
料
が
目
の
前
に
並

ぶ
。
総
務
部
を
皮
切
り
に
各

部
か
ら
こ
の
間
行
わ
れ
た
諸

活
動
の
報
告
が
な
さ
れ
た

が
、
機
関
紙
・
文
化
部
か

ら
は
、
初
め
て
開
催
さ
れ

た
「
か
ぶ
ら
寿
司
作
り
体

験
」
の
報
告
が
あ
り
、
参
加

者
報
告
を
読
む
と
大
変
有
意

義
な
企
画
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す

る
参
加
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
来
年
度
も
企
画

す
る
予
定
な
の
で
ぜ
ひ
ご
応

募
を
お
願
い
し
た
い
。

協
議
事
項
は
、
来
年
度
の

医
療
保
険
制
度
改
革
に
対
す

る
方
針
の
検
討
が
中
心
と

な
っ
た
。
十
一
月
三
十
日
の

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険

部
会
に
お
い
て
厚
労
省
か
ら

方
向
性
が
示
さ
れ
、
外
来
受

診
時
定
額
負
担
の
導
入
と
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
保
険
償

還
率
の
見
直
し
は
来
年
度
の

法
律
改
正
に
は
盛
り
込
ま
れ

な
い
見
通
し
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
入
院
時
の
光
熱
水
費

の
負
担
増
や
七
十
歳
以
上
の

高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の

軽
減
特
例
の
見
直
し
、
介
護

利
用
料
の
見
直
し
な
ど
が
来

年
度
実
施
に
向
け
て
具
体
化

が
進
め
ら
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
特
に
生
活
が
厳
し
い
高

齢
者
に
対
す
る
負
担
増
が
目

白
押
し
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
や
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
会
員
の
先

生
方
や
患
者
さ
ん
へ
の
署
名

の
呼
び
か
け
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
熱
く
議
論
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
【
斉
藤　

記
】

負担増計画が
目白押し
（12月6日・13人出席）

第13回理事会点描
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私
の
逸
品
・

　
　こ
だ
わ
り

集
特

オ
ー
デ
ィ
オ
へ
の
想
い

高
橋

　謙
太
郎
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

糖
尿
病
連
携
手
帳
・

糖
尿
病
眼
手
帳
の
普
及

宮
内

　修
（
金
沢
市
・
眼
科
）

会員、家族、スタッフの方々

㈱金谷酒造店＆
うまいものや「高砂茶寮」

鳥屋酒造株式会社

３０人（先着順です）

お一人 １万円※昼食、バス代、保険料として当日集めます。

２０１7年3月5日（日）

・午前９時3０分 …………  金沢駅西口集合・出発（5分前までにお越しください）
・午前１０時………………  千代女の里俳句館、白山市立博物館を見学
・午前１１時………………  金谷酒造店を見学
・正午 ……………………  うまいものや「高砂茶寮」にて昼食
・午後３時ごろ……………  金沢駅西口着・解散
  ※交通事情などにより、時間がずれる場合がありますので、ご了承ください。

金谷酒造店（見学）＆高砂茶寮（昼食）
～千代女の里で白山菊酒を楽しむ～

■主催／石川県保険医協会

２年に１度開催している酒蔵見学会。今年は「池月」で
知られる中能登町・鳥屋酒造さんへうかがいます。
昼食付きでの開催の予定です。詳細な案内は後日お送

りする案内チラシをご覧ください。

と　き

ところ

定　員

参加費

対　象

※毎回好評のため、
　お早めにお申し込みください。

3月5日（日）
第7回酒蔵見学会

開催予告開催予告

心
と
体
を
い
た
わ
る

こ
だ
わ
り

宮
浦

　靖
司
（
能
美
市
・
歯
科
）

私
が
音
楽
に
親
し
み
は
じ
め

た
の
は
、
中
学
の
音
楽
の
時

間
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
で
、「
運

命
」、「
田
園
」、「
未
完
成
」、

「
魔
王
」、「
ボ
ル
ガ
の
舟
歌
」

な
ど
の
感
想
文
を
書
い
た
記
憶

が
あ
る
。
高
校
に
な
る
と
Ｌ
Ｐ

盤
が
登
場
し
、
合
唱
の
終
楽
章

の
シ
ン
バ
ル
が
小
刻
み
に
聴
こ

え
た
と
き
、「
悲
愴
」
の
終
楽

章
の
ド
ラ
の
音
が
響
き
渡
っ
た

と
き
は
感
動
し
た
も
の
だ
。
大

学
時
代
は
日
比
谷
公
会
堂
で
開

催
さ
れ
る
交
響
曲
の
夕
べ
、
協

奏
曲
の
夕
べ
に
足
を
運
ん
だ
。

Ｃ
席
は
二
階
の
一
番
奥
で
確
か

三
百
八
十
円
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
ス
テ
ー
ジ
の
楽
器
が

照
明
で
飴
色
に
輝
く
と
、
い

つ
も
ま
ぶ
し
く
感
じ
た
も
の

だ
。
艶
や
か
な
弦
の
響
き
に
呼

応
し
て
ブ
ラ
ス
や
打
楽
器
が
鳴

り
渡
る
音
の
饗
宴
に
身
を
浸
す

歓
び
は
全
身
癒
や
さ
れ
る
思
い

だ
っ
た
。

自
分
で
収
入
を
得
る
よ
う
に

な
る
と
、
レ
コ
ー
ド
盤
と
再
生

装
置
に
凝
る
よ
う
に
な
っ
た
。

よ
く
友
人
か
ら
お
ま
え
は
音
を

聞
く
の
か
音
楽
を
聴
く
の
か
と

皮
肉
ら
れ
た
。
私
の
理
想
と
す

る
再
生
音
は
、
長
時
間
聴
い
て

も
疲
れ
な
い
こ
と
で
、
ホ
ー
ル

ト
ー
ン
が
適
度
に
あ
り
中
低

域
の
安
定
し
た
響
き
が
好
き

だ
。
や
た
ら
物
理
特
性
ば
か
り

を
追
求
し
た
冷
た
い
無
機
的
な

音
は
嫌
だ
。
昔
は
金
沢
市
内
だ

け
で
も
オ
ー
デ
ィ
オ
専
門
店
が

片
町
、
尾
張
町
、
高
岡
町
、
有

松
、
横
川
町
な
ど
に
あ
っ
た

が
、
私
が
知
る
限
り
今
は
木
倉

町
に
一
店
あ
る
の
み
だ
。
以

前
、
某
店
主
が
、
お
客
さ
ん
で

最
初
か
ら
タ
ン
ノ
イ
の
ス
ピ
ー

カ
ー
を
求
め
ら
れ
る
と
そ
れ
ま

で
だ
が
、
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
ス
ピ
ー

カ
ー
に
な
る
と
商
売
に
な
る
と

言
っ
て
い
た
。
今
で
は
オ
ー

デ
ィ
オ
界
の
主
流
は
ア
ナ
ロ
グ

か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
替
わ
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
ア
ナ
ロ
グ
の
良
さ

は
一
口
で
言
う
と
細
か
な
音
ま

で
密
度
が
高
く
ス
ム
ー
ス
に
連

な
っ
て
出
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。

愛
聴
盤
は
ケ
ル
テ
ス
指
揮
ウ

イ
ー
ン
フ
イ
ル
「
新
世
界
」、

オ
ク
レ
ー
ル
（
Ｖ
ｎ
）
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
ー
ン
協
奏
曲
、
カ
ザ
ル

ス
指
揮
ジ
ャ
ン
ド
ロ
ー
ン
（
Ｖ

ｃ
）
ハ
イ
ド
ン
の
協
奏
曲
、
死

刑
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
盤
な
ど
が
あ
る

が
、
Ｃ
Ｄ
復
刻
盤
と
聴
き
く
ら

べ
る
と
別
の
音
源
の
よ
う
だ
。

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
リ

ン
Ｌ
Ｐ
12
ベ
ー
シ
ッ
ク
、
プ
リ

ア
ン
プ
は
マ
ラ
ン
ツ
７
復
刻

版
、
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
は
ウ
エ
ス

ギ
Ｕ
Ｔ
Ｙ
５
×
２
、
ス
ピ
ー

カ
ー
は
タ
ン
ノ
イ
の
ウ
エ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
で
、
真
空
管
ア
ン

プ
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
か
ら
発
す

る
明
か
り
は
谷
間
に
点
在
す
る

灯
火
に
も
似
て
、
い
か
に
も
風

情
が
あ
る
。

糖
尿
病
連
携
手
帳
・
糖
尿
病

眼
手
帳
の
運
用
状
況
は
ど
う
で

し
ょ
う
？　

手
帳
を
必
ず
患
者

さ
ん
に
渡
し
、
眼
科
に
定
期
受

診
す
る
こ
と
を
教
え
る
先
生
も

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
患
者
さ
ん
も
診
察
ご
と
に

手
帳
を
ち
ゃ
ん
と
出
す
人
は
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
良
い
限
ら

れ
た
人
で
、
そ
も
そ
も
自
分
が

糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
を
わ
ざ
わ

ざ
眼
科
で
言
わ
な
き
ゃ
い
け
な

い
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
人
も

多
く
、
ま
し
て
や
最
低
年
一
回

は
眼
科
で
眼
底
検
査
を
受
け
る

な
ん
て
面
倒
な
こ
と
を
言
い
出

す
わ
け
が
な
く
、
も
ら
っ
た
手

帳
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
な
く
し

て
し
ま
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
最
新
の
統
計
で
は
、
日

本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
糖

尿
病
と
診
断
さ
れ
た
五
〇
〜

六
〇
％
の
患
者
さ
ん
は
一
年
以

内
に
眼
科
診
察
を
受
け
な
い
そ

う
で
す
。

私
の
こ
だ
わ
り
は
、
①
糖
尿

病
患
者
さ
ん
全
員
に
手
帳
を
一

つ
は
持
っ
て
も
ら
う
、
②
網
膜

症
が
な
い
患
者
さ
ん
に
は
と
り

あ
え
ず
糖
尿
病
連
携
手
帳
を

持
っ
て
も
ら
い
、
な
く
し
た

ら
す
ぐ
差
し
上
げ
、
そ
の
都

度H
bA

1c

だ
け
は
確
認
す
る
、

糖
尿
病
治
療
医
の
先
生
が
手
帳

に
記
載
す
る
面
倒
は
絶
対
に
要

求
し
な
い
が
患
者
さ
ん
に
先
生

に
見
せ
て
と
必
ず
言
う
、
③
網

膜
症
が
あ
っ
た
り
、
他
の
眼
病

で
頻
繁
に
眼
科
受
診
が
必
要
な

患
者
さ
ん
に
は
糖
尿
病
眼
手
帳

を
持
っ
て
も
ら
い
、
毎
回
手
帳

の
内
容
を
簡
単
に
説
明
し
、
こ

ち
ら
を
今
度
は
糖
尿
病
治
療
医

の
先
生
に
見
て
も
ら
う
よ
う
に

優
し
く
説
明
す
る
、
④
石
川
県

眼
科
医
会
の
理
事
会
・
総
会
や

石
川
県
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

で
事
あ
る
ご
と
に
連
携
手
帳
・

眼
手
帳
の
最
新
版
を
配
り
、
眼

科
の
記
載
部
分
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
そ
う
し
た
会
合
に

来
て
い
る
人
を
巻
き
込
ん
で
内

科
・
眼
科
・
薬
局
な
ど
で
糖
尿

病
の
人
全
員
に
手
帳
所
持
の
有

無
を
確
認
し
、
な
か
っ
た
ら
す

ぐ
渡
し
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
少
し
で
も
良
い
方
向
に
行
く

よ
う
叱
咤
激
励
し
、
眼
科
に

き
っ
ち
り
来
て
も
ら
っ
て
、
糖

尿
病
網
膜
症
の
み
な
ら
ず
目
の

成
人
病
全
部
を
管
理
で
き
る
文

化
を
普
及
さ
せ
る
野
望
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
、
周
り
の
人
に

若
干
煙
た
が
れ
て
い
る
の
を
、

「
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
」
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。

私
に
は
心
と
体
を
い
た
わ
る

た
め
に
習
慣
と
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
一
つ
は
「
日
記
を
つ

け
る
」
こ
と
、
も
う
一
つ
は

「
血
圧
・
体
重
測
定
と
五
分
間

筋
ト
レ
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
始
め
た

も
の
だ
が
、
習
慣
が
高
じ
今
で

は
こ
だ
わ
り
の
領
域
に
入
っ
て

い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、「
日
記
」
で
あ
る
が
、

私
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
「
五

年
卓
上
日
誌
（
高
橋
書
店
）」

を
用
い
て
日
記
を
つ
け
て
い

る
。
Ａ
５
サ
イ
ズ
の
見
開
き

四
日
分
、
五
段
（
五
年
）
構

成
で
、
一
日
分
は
わ
ず
か
六

行
（
百
二
十
字
程
度
）
と
手
ご

ろ
な
の
で
、
三
分
も
あ
れ
ば
そ

の
日
の
出
来
事
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
忙
し
さ
に
か

ま
け
て
、
た
と
え
二
、三
日
サ

ボ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
容
易

に
追
い
付
け
る
の
で
都
合
が
よ

い
。
か
れ
こ
れ
十
二
支
を
巡
っ

て
き
た
わ
け
だ
が
、
日
記
を
つ

け
る
な
に
よ
り
の
利
点
は
、
そ

の
日
の
気
持
ち
や
感
情
を
そ
こ

に
預
け
ら
れ
る
こ
と
だ
。
仕
事

で
落
ち
込
む
よ
う
な
出
来
事
が

あ
っ
た
日
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
の
場
合
は
、
そ
の
日
の

う
ち
に
日
記
に
預
け
る
こ
と
で

多
少
な
り
と
も
心
の
安
静
が
得

ら
れ
る
の
で
、
精
神
衛
生
上
優

れ
て
い
る
。

次
に
、「
血
圧
・
体
重
測
定

と
五
分
間
筋
ト
レ
」
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
三

月
、
三
十
九
歳
の
誕
生
日
か
ら

始
め
た
。
そ
れ
ま
で
診
療
後
に

通
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
六
年
ほ
ど
続
け
た
が
、
ス
ト

イ
ッ
ク
な
筋
ト
レ
に
飽
き
て

通
う
の
が
億
劫
に
な
り
退
会

し
た
。
そ
こ
で
不
惑
（
四
十

歳
）
を
前
に
、
筋
力
維
持
と
健

康
管
理
に
方
針
転
換
し
て
始
め

た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
血
圧
・

体
重
測
定
は
毎
朝
起
き
た
ら
実

施
し
、
デ
ー
タ
を
ノ
ー
ト
に
記

録
し
て
お
く
。
ま
た
、
筋
ト
レ

は
昼
夜
を
問
わ
ず
腕
立
て
、
腹

筋
、
背
筋
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
各

三
十
五
回
、
一
セ
ッ
ト
の
み
行

う
。
も
の
の
五
分
で
終
わ
る
の

が
良
い
点
で
、
長
く
続
け
ら
れ

て
い
る
秘
訣
だ
と
自
負
し
て
い

る
。
三
十
五
回
・
一
セ
ッ
ト

が
科
学
的
に
有
効
か
ど
う
か
は

賛
否
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
の
場

合
、
ピ
ー
ク
時
七
十
三
㎏ 
あ
っ

た
体
重
が
現
在
六
十
六
㎏ 
で
安

定
し
て
い
る
の
で
、
有
効
だ
っ

た
と
信
じ
て
続
け
て
い
る
。

新
た
な
一
年
の
始
ま
り
。
心

と
体
の
健
康
習
慣
に
「
日
記
」

や
「
血
圧
・
体
重
測
定
と
五
分

間
筋
ト
レ
」
は
い
か
が
で
す

か
。
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仏
像
の
神
経
兆
候
？

大
川

　義
弘
（
金
沢
市
・
内
科
）

風
に
吹
か
れ
て原

　和
人
（
金
沢
市
・
外
科
）

会員投稿

核
に
ま
つ
わ
る

納
得
い
か
な
い
こ
と

勝
木

　育
夫
（
小
松
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
）

会員投稿 （答え 5面）

東
京
大
学
神
経
内
科
の
初
代

教
授
豊
倉
康
夫
先
生
は
、
マ
リ

ア
に
抱
か
れ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
絵
を
見
て
、
キ
リ
ス
ト

の
足
に
バ
ビ
ン
ス
キ
ー
兆
候
が

出
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
足
底
を
擦
ら
な
く
て
も

マ
リ
ア
の
手
が
キ
リ
ス
ト
の
背

中
に
当
た
っ
て
い
る
だ
け
で
バ

ビ
ン
ス
キ
ー
兆
候
が
出
現
し
て

い
る
と
、
そ
の
誘
発
範
囲
に
つ

い
て
考
察
ま
で
加
え
て
お
ら

れ
た
。

仏
像
の
世
界
に
も
神
経
兆

候
が
見
て
取
れ
る
場
合
が
あ

る
。
法
隆
寺
の
五
重
塔
の
初
層

に
は
、
写
実
的
な
塑
像
群
が
あ

る
。
そ
の
一
つ
に
ど
う
見
て
も

顔
面
痙
攣
と
思
わ
れ
る
も
の
が

あ
る
（
写
真
１
）。
で
は
、
写

真
２
の
仏
様
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
よ
く
見
る
と
左
の
鼻
唇
溝

が
浅
く
、
左
の
口
角
が
軽
度
下

垂
し
、
閉
眼
も
不
十
分
な
よ
う

な
の
で
、
軽
度
の
左
顔
面
神

経
麻
痺
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
六
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
は
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
に
与

え
ら
れ
た
。
僕
は
、
村
上
春
樹

の
小
説
も
大
好
き
だ
し
、
い
つ

の
日
に
か
彼
に
も
与
え
ら
れ
る

と
思
う
け
ど
、
村
上
春
樹
と
同

じ
く
ら
い
に
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
に
、
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の

受
賞
を
喜
ん
だ
。

僕
は
学
生
時
代
、「H

ow
 

m
any roads m

ust a m
an 

w
alk dow

n

」
と
い
う
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
い
つ
も
口
ず
さ
ん
で

い
た
。
僕
は
、
て
っ
き
り
こ
の

歌
が
ピ
ー
タ
ー
ポ
ー
ル
＆
マ

リ
ー
の
歌
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
。

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
の
悲
惨
な
出
来
事

が
世
界
に
向
け
て
伝
え
ら
れ

た
。
僕
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
侵

略
戦
争
を
糾
弾
し
、
ベ
ト
ナ
ム

に
平
和
を
と
訴
え
た
。
日
本
の

僕
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ

ン
ス
で
も
韓
国
で
も
世
界
中

で
。
僕
た
ち
の
共
通
の
「
こ

と
ば
」
は
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
だ
っ
た
。
僕
ら
は
、
平
和

を
、
正
義
を
、
自
由
を
、
い
の

ち
を
、
愛
を
歌
っ
た
。
そ
し

て
、
僕
ら
は
、
こ
の
「
こ
と

ば
」
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人

は
微
力
で
弱
い
け
ど
、
み
ん

な
で
頑
張
れ
ば
勝
利
で
き
る

こ
と
を
知
っ
た
。「W

e Shall 
O
vercom

e

」。

二
〇
一
六
年
十
月
に
僕
は

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
「
戦
争
証
跡

博
物
館
」
を
訪
問
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
悲
惨
な
写
真
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
目
を
そ
む

け
た
く
な
る
よ
う
な
写
真
の

数
々
。

「H
ow

 m
any tim

es m
ust 

the cannon balls fl y Before 
they’re forever banned? 

（
ど
れ
だ
け
の
砲
弾
が
飛
び
交

え
ば
、
殺
戮
を
や
め
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
）」

ア
メ
リ
カ
軍
は
、
北
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
の
補
給
ル
ー
ト
を
断
ち

切
る
た
め
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
ん
だ
枯
葉

剤
を
空
か
ら
散
布
し
た
。
そ
の

被
害
も
甚
大
だ
っ
た
。
ベ
ト

ち
ゃ
ん
、
ド
ク
ち
ゃ
ん
に
代
表

さ
れ
る
結
合
双
生
児
が
産
ま
れ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
被
害
が
、

次
の
世
代
に
影
響
を
与
え
て
い

る
。
出
口
に
あ
っ
た
枯
葉
作
戦

に
参
加
し
た
米
軍
の
兵
士
の
右

手
の
な
い
子
ど
も
の
写
真
が
痛

ま
し
い
。
被
害
者
だ
け
で
は
な

く
加
害
者
の
次
の
世
代
に
も
。

「H
ow

 m
any deaths w

ill 
it take till he know

s T
hat 

too m
any people have 

died? 

（
ど
れ
だ
け
数
多
く
の

命
を
失
え
ば
、
死
が
無
益
だ
と

わ
か
る
の
だ
ろ
う
か
？
）」

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
悲
惨

な
写
真
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
多
く

の
若
者
が
見
入
っ
て
い
た
。
ハ

ン
カ
チ
で
涙
を
こ
ら
え
な
が

ら
。
僕
た
ち
の
「
こ
と
ば
」
が
、

世
代
を
超
え
て
、
次
の
世
代
の

若
者
に
引
き
継
が
れ
る
。
僕
た

ち
の
「
こ
と
ば
」
は
、
人
類
の

未
来
を
切
り
開
く
「
こ
と
ば
」

だ
。
僕
は
、
再
び
「
風
に
吹
か

れ
て
」
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
。

最
近
の
社
会
情
勢
は
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
も
の
の
、
何

と
な
く
昭
和
の
初
め
を
思
わ
せ

る
。
戦
争
の
に
お
い
が
す
る
重

苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
が
、
国

連
総
会
で
核
兵
器
の
禁
止
条
約

の
決
議
に
日
本
の
代
表
が
反
対

の
表
明
を
し
た
こ
と
は
本
当
に

驚
い
た
。

わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
り
、
非
核
三
原
則
も

表
明
し
て
い
て
、
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
、
今
な
お
苦
し
ん
で

い
る
方
も
あ
る
と
い
う
の
に
。

む
し
ろ
、
世
界
に
先
駆
け
て
、

真
っ
先
に
賛
成
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
。

核
の
平
和
的
利
用
で
あ
る
は

ず
の
原
子
力
発
電
で
さ
え
、
最

も
安
全
で
安
価
だ
と
言
い
な
が

ら
、
い
っ
た
ん
事
故
を
起
こ
し

て
炉
心
溶
融
を
起
こ
せ
ば
莫
大

な
費
用
が
か
か
り
、
人
に
も
他

の
動
植
物
に
も
土
地
や
水
に
も

被
害
が
及
ぶ
。
そ
の
結
果
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

る
の
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福

島
で
実
証
済
み
で
あ
り
、〝
ト

イ
レ
の
な
い
建
物
〞
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
解
決
策
に
と

期
待
さ
れ
て
、
莫
大
な
費
用
を

か
け
て
建
設
さ
れ
た
「
も
ん

じ
ゅ
」
も
故
障
続
き
の
ま
ま
、

今
後
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
て

廃
炉
に
な
る
と
い
う
。
ま
し
て

兵
器
と
な
れ
ば
当
然
廃
止
と
な

る
は
ず
と
思
う
の
に
、
全
く
納

得
が
い
か
な
い
。

ほ
か
に
も
納
得
の
い
か
な
い

こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
の
川
柳
大
会
の
入
選
作
の
一

つ
に
あ
っ
た
次
の
句
を
紹
介
し

て
私
の
稿
を
終
え
た
い
。

〝
遠
ざ
か
る
昭
和　

近
づ
く

昭
和
初
期
〞

が
、
末
梢
性
顔
面
神
経
麻
痺
に

し
て
は
合
わ
な
い
と
思
う
の

は
、
左
の
眉
が
右
よ
り
高
い
点

で
あ
る
。
麻
痺
が
あ
る
と
前
頭

筋
が
働
か
ず
、
眉
毛
は
む
し
ろ

低
く
な
る
の
が
通
常
だ
か
ら
で

あ
る
。
じ
ゃ
あ
、
右
の
顔
面
痙

攣
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
、

右
の
口
角
が
上
が
り
、
眼
輪
筋

の
痙
攣
で
右
眼
が
閉
眼
に
な
っ

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
仏

様
を
彫
っ
た
方
は
、
そ
ん
な
こ

と
を
意
識
せ
ず
彫
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
ら
、
鼻
唇
溝
に
し
ろ

口
角
に
し
ろ
、
た
ま
た
ま
そ
う

な
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

が
、
つ
い
神
経
兆
候
の
視
点
で

見
て
し
ま
う
。

写真１　法隆寺の五重塔の初層の塑像。
　　　　左の顔面痙攣？

写真２　左顔面神経麻痺？
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台
湾
旅
行
を
満
喫
し
て

宮
本

　友
絵
（
金
沢
市
・
江
守
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
付
）

投   稿昨
年
十
一
月
十
九
日
か
ら

二
十
三
日
に
か
け
、
医
療
法
人

社
団
健
巧
会
慰
安
旅
行
で
台
湾

旅
行
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

小
松
か
ら
十
九
時
半
出
発
の
台

湾
便
で
夜
遅
く
に
到
着
し
、
素

敵
な
ホ
テ
ル
で
次
の
日
に
備
え

就
寝
。 

翌
日
は
、
台
北
か
ら
北
へ

約
一
時
間
の
烏
来
（
う
ら
い
）

で
民
族
舞
踊
を
鑑
賞
し
、
十

份
（
じ
ゅ
う
ふ
ん
）
で
天て
ん

燈と
う

上

げ
を
体
験
。
願
い
事
を
書
き
、

空
高
く
上
が
る
の
を
見
届
け
、

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し｣

の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
な

町
、
九
份
（
き
ゅ
う
ふ
ん
）
へ
。

連
な
る
赤
提
灯
に
照
ら
さ
れ
な

が
ら
石
畳
の
階
段
を
登
る
と
、

幻
想
的
な
町
並
み
が
見
え
感
動

し
ま
し
た
。
夜
風
に
当
た
り
な

が
ら
台
湾
郷
土
料
理
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
、
余
韻
に
浸
り
な

が
ら
ホ
テ
ル
へ
戻
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
班
に
分
か
れ
て

行
動
。
早
起
き
し
て
故
宮
博
物

院
で
、
繊
細
な
美
術
工
芸
品
の

数
々
を
鑑
賞
し
、
五
千
年
と
言

わ
れ
る
中
国
文
化
に
浸
り
ま
し

た
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

龍
山
寺
・
行
天
宮
で
、
お
参
り

の
仕
方
を
教
わ
り
参
拝
。
初
代

総
統
・
蒋
介
石
を
ま
つ
っ
て
あ

る
中
正
紀
念
堂
で
は
、
雨
上
が

り
の
空
の
下
、
壮
大
な
白
亜
の

建
築
物
を
見
上
げ
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
散
策
。
衛
兵
の
交
替
式
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
台
湾
の
歴

史
を
体
感
。
そ
し
て
、
一
番
食

べ
た
か
っ
た
小
龍
包
を
食
べ
に

鼎
泰
豊
（
デ
ィ
ン
タ
イ
フ
ォ

ン
）
へ
。
夜
市
の
方
に
も
足
を

延
ば
す
と
、
屋
台
が
軒
を
連
ね

て
縁
日
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い

で
、
全
員
童
心
に
帰
り
大
は

し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

四
日
目
は
、
台
北
１
０
１
の

展
望
台
か
ら
景
色
を
眺
め
、
地

下
鉄
に
乗
り
東
門
へ
。
雑
貨
屋

巡
り
の
後
は
、
茶ち
ゃ

藝げ
い

館
で
お
茶

の
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ

し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
疲
れ
を
と

り
、
台
湾
最
後
の
夜
を
惜
し
み

な
が
ら
夜
遅
く
ま
で
ト
ー
ク
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
帰
国
の

日
も
、
朝
か
ら
ス
ー
パ
ー
で
お

土
産
の
ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
ー
を
大

量
購
入
し
、
ト
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス

い
っ
ぱ
い
に
敷
き
詰
め
、
何
と

か
閉
ま
っ
て
ひ
と
安
心
。

今
回
の
旅
行
で
は
、
仕
事
に

明
け
暮
れ
る
日
常
か
ら
離
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ

の
中
で
、
普
段
味
わ
え
な
い
よ

う
な
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

行
く
先
々
で
台
湾
の
方
々
の
優

し
さ
に
触
れ
、
み
ん
な
笑
顔
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
溢
れ
る
国
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
院

長
夫
妻
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

烏来にて皆で民族衣装を着て記念撮影
（前列左から５番目が江守巧院長、後列右端が筆者）

2017年3月26日（日）午後２時～午後４時

石川県女性センター １階ホール　
と　き

ところ

500円（高校生以下無料）参加費

３２０人定　員

石川県保険医協会 電話:076(222)5373 FAX:076(231)5156
メール:ishikawa-hok@doc-net.or.jp

昭和１０年、出羽三山の主峰・月山の麓を、急ぎ歩く女性がいた。志田周子（ちか
こ）、26歳。故郷の父から『ハナシタイコトアリ スグカエレ』という電報を受け取っ
た周子は、取るものもとらず帰郷したのだ。山形の農村出身の彼女は、努力して東
京女子医専（現・東京女子医大）に入学し、医者になったばかりだった。

8年ぶりの実家。幼い弟たちは周子に甘え、母・せいが手料理でもてなす。温かい
出迎えを周子は喜ぶが、父・荘次郎の様子がおかしい。大井沢村の村長だった荘次
郎は、周子の了承も得ぬまま周子名義で診療所建設の予算を通し、すでに建設が始
まっていたのだ。
「頼む、周子。3年だけお前の人生を俺にくれ。その間に必ず代わりの医者を見つ

けるから」
父に頭を下げられた周子は、怒ることはできなかった。無医村のこの村に医者を

置きたいという父の願いは、誰よりも理解していたから。
まだまだ未熟な自分が一人で診療所の医師などつとまるのか……不安を抱えつ

つ、周子は3年間だけ頑張ってみようと心
に決める。東京にいる想い人の存在を胸
に秘めながら。

自身に降りかかる数々の試練に耐え、
過酷な運命にも負けず、昭和37年にこの
世を去るまで、たったひとりで村人の命を
守った「いしゃ先生」の愛と勇気の物語。

＜出演＞
平山あや 榎木孝明 長谷川初範 ほか

◆申し込みはFAX、電話、メールよりお願いいたします。

あ ら す じ

©2015「いしゃ先生」製作委員会

石川県保険医協会 第43回定期総会記念企画

映画「いしゃ先生」
上映会のご案内

ホームページ担当事務局としての業務のひとつが、ホームページ
のトップ写真の更新です。掲載する写真のルールはひとつ。「石川県
内の季節を感じられる写真」ということ。季節に合わせて県内をうろう
ろするのですが、時に同じように飛び回る同業者（？）に出くわします。
１枚目は「卯辰山400年の森」で桜を食べるシジュウカラ。２枚目は
犀川沿いでススキを撮った際に見つけたモズです（撮ったときは何の
鳥か分からず、帰って調べました）。
保険医協会ホームページのアドレスは、http://ishikawahokeni.jp/

です。会員の先生方からのトップ写真の投稿もお待ちしております。

ホームページ担当事務局としての業務のひとつが、ホームページ

酉年にちなんで…
昨年出会った鳥たち

事務局 長浦　久実

石 川 保 険 医 新 聞 2017年1月15日（毎月15日発行）（8）第537号



2017年謹賀新年2017年謹賀新年

石川県保険医協会

本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社より
ご協賛いただきました。 ありがとうございました。

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72
TEL（076）239‐1223  FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介

石川米油株式会社

ESSO

石油製品御小売販売・車検整備・介護事業

金沢支社

〒920-0853 金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢8F
三井生命保険株式会社　℡076-263-3256

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。

〒920‐0058  金沢市示野中町1丁目203番地
TEL（０７６）224‐2713  FAX（０７６）224‐2773

協栄薬品株式会社
ジェネリック医薬品・全メーカー取扱

野々市市下林2丁目94番地

パナソニック メディコムネットワークス株式会社
〒920-0022 石川県金沢市北安江1-3-24 金沢フロントビル7F
TEL：076(234)1411 FAX：076(233)7633
ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｐａｎａｓｏｎｉｃ．ｃｏ．ｊｐ/ｈｃｃ/ｐｈｃ/ｐｈｃｍｎｃ/

電子カルテ▪レセプトコンピューター及び関連周辺機器

金 沢
営業所

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階
TEL（076）222‐5373
FAX（076）231‐5156

保険医協会の共済制度を取り扱っています。
代表取締役　西　田　直　巳

㈲ヒポクラテス
本　社／〒９２０-８５３９  金沢市問屋町２-４６
TEL ０７６-２３７-５５５５㈹  FAX ０７６-２３７-６５８４
支店／金沢 ・ 富山 ・ 福井　
営業所／七尾 ・ 高岡 ・ 敦賀
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921－8801  石川県野々市市御経塚3丁目47番地

TEL：076－214－3311（代表）
FAX：076－214－3312　　　　

JX 日鉱日石エネルギー（ENEOS）特約店

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地
TEL（076）221-3141㈹ FAX（076）262-5142

http://www.me-komura.com/
〒920-0025　金沢市駅西本町2丁目11番29
TEL：076-222-5111㈹　FAX：076-264-2334

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、
              常に挑戦し続ける総合商社

富士フイルム・キヤノン代理店

株式
会社

〒920-0804　金沢市鳴和2-9-25
TEL（076）252-4381   FAX（076）252-4377　
カメラ・写真材料・医療機器・事務機・AV機器

地域と健康を結ぶ医療へのトータルサポート

それは私たちの変わらない理念です。

〒920-0842　金沢市元町2丁目13番8号
TEL（076）251-5502　FAX（076）251-7400

http ://www.knowmed. jp/

ナレッジメディカル株式会社

 金沢市松島1丁目40番地
TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー

www.mitas-inc.co.jp
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集
団
接
種
で
の

後
悔

十
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ

が
、
近
く
の
病
院
の
待
合
室
で

知
り
合
い
の
高
山
さ
ん
（
男

性
・
仮
名
）
に
偶
然
お
会
い
し

た
。
私
が
医
者
だ
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
な
い
が
、
ご
自
分
の
病

気
の
こ
と
を
問
わ
ず
語
り
に
話

さ
れ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
受
け

た
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
で
慢

性
肝
炎
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
の
辛
い
治
療
を
受
け

て
い
る
が
、
一
向
に
改
善
し
な

い
と
。〝
集
団
接
種
〞
と
い
う

言
葉
に
（
あ
っ
！
）
と
声
が
出

そ
う
に
な
っ
た
。
医
者
に
な
り

た
て
の
こ
ろ
の
情
景
が
突
然
目

に
浮
か
び
、
何
と
答
え
て
よ
い

の
か
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
そ
し

て
情
け
な
い
こ
と
に
「
お
大
事

に
」
と
し
か
言
え
な
か
っ
た
。

今
か
ら
遡
る
こ
と
四
十
五

年
前
（
一
九
七
二
年
）、
金
沢

大
学
小
児
科
学
教
室
に
入
局

し
た
。
当
時
は
給
料
が
少
な

く
、
生
活
費
を
補
う
た
め
ア
ル

バ
イ
ト
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
未
熟
な
新
入
医
局
員
に

は
診
察
す
る
能
力
が
な
い
。
な

ら
ば
単
純
作
業
な
ら
で
き
る
だ

ろ
う
と
、
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
に
回
さ
れ
た
。
金
沢
の
各
小

学
校
を
め
ぐ
り
、
講
堂
に
集
め

ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
保
健
所

が
準
備
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
注

射
器
に
は
五
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

液
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
な
ん
と
注
射
針
の
交
換
も

せ
ず
に
短
時
間
で
次
々
と
打
っ

て
い
く
と
い
う
手
順
に
な
っ
て

い
た
。
大
丈
夫
な
の
？　

と
い

う
思
い
が
脳
裏
を
か
す
め
た
。

し
か
し
、
講
堂
に
は
す
で
に
子

ど
も
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、

限
ら
れ
た
時
間
内
に
終
わ
ら
せ

る
に
は
こ
れ
も
や
む
を
得
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
と
、
そ
れ
以

上
は
深
く
考
え
な
か
っ
た
。

医
療
が
病
気
を

つ
く
る

そ
し
て
二
十
五
年
の
月
日
が

流
れ
、
私
は
さ
さ
や
か
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
営
ん
で
い
た
。
そ
ん

な
あ
る
日
、
新
聞
を
読
ん
で
い

て
、
小
さ
な
記
事
に
気
づ
い

た
。
見
出
し
は
「
集
団
接
種
に

よ
る
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
」。
ま
さ

か
・
・
・
ド
キ
ド
キ
し
て
読
み

始
め
た
。
当
時
脳
裏
を
か
す

め
た
懸
念
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
た
の
だ
。
お
よ
そ

四
十
五
万
人
も
の
人
々
が
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し

た
と
の
こ
と
。
実
は
一
九
五
三

年
に
す
で
に
W
H
O
が
Ｂ
型

肝
炎
の
感
染
と
注
射
器
の
関
係

に
警
告
を
出
し
て
い
た
が
、
金

沢
の
み
な
ら
ず
全
国
で
対
応
が

遅
れ
、
注
射
器
の
使
い
回
し
が

な
く
な
っ
た
の
は
一
九
八
八
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
警
告
か
ら

中
止
ま
で
、
実
に
三
十
五
年
も

要
し
た
の
で
あ
る
。

接
種
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち

は
す
で
に
成
人
し
、
家
庭
を
持

ち
社
会
の
中
心
で
活
躍
さ
れ
る

年
齢
に
達
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
す
で
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
に
ま
で
進
行
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
し
か
も
一
部
の

医
療
者
か
ら
心
な
い
受
診
拒
否

も
起
き
て
い
る
と
の
こ
と
。
医

療
が
病
気
を
つ
く
り
、
そ
の
病

気
で
医
療
か
ら
差
別
を
受
け

る
。
な
ん
と
も
痛
ま
し
く
、
か

つ
申
し
訳
な
い
。
病
気
を
予
防

す
る
た
め
だ
っ
た
と
は
い
え
、

あ
ま
り
に
も
大
き
な
被
害
を
出

し
て
し
ま
っ
た
。
当
時
の
子
ど

も
た
ち
の
明
る
い
未
来
に
大
き

な
暗
い
影
を
落
と
し
た
と
い
う

こ
と
だ
。
し
か
も
、
自
分
が
そ

れ
に
加
担
し
て
い
た
と
い
う
事

実
。
あ
の
と
き
接
種
業
務
を
放

り
投
げ
、
現
場
か
ら
立
ち
去
れ

ば
よ
か
っ
た
と
さ
え
思
う
。
そ

し
て
、
で
き
れ
ば
そ
の
忌
ま
わ

し
い
過
去
を
消
せ
な
い
も
の
か

と
い
う
思
い
が
募
っ
た
。

Ｃ
Ｔ
の

被
ば
く
リ
ス
ク

以
来
、
子
ど
も
た
ち
に
害
を

与
え
た
く
な
い
、
安
全
な
医
療

を
行
い
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
医
療
の
副
作
用
と
い
う
こ

と
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
い
つ
し
か
そ
れ
が
私
の
医

者
人
生
の
さ
さ
や
か
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
た
。
解
熱
薬
に
よ

る
低
体
温
シ
ョ
ッ
ク
、
抗
菌
薬

に
よ
る
耐
性
菌
の
問
題
、
鎮
咳

薬
（
リ
ン
酸
コ
デ
イ
ン
）
の
呼

吸
抑
制
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
と

熱
性
け
い
れ
ん
の
関
連
な
ど
。

自
分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
悩
み
考

え
て
き
た
。
そ
し
て
、
結
局
子

ど
も
の
多
く
の
症
状
は
薬
な
し

で
自
然
に
治
癒
し
、
し
か
も
そ

の
ほ
う
が
早
く
治
る
こ
と
を
よ

う
や
く
学
ん
だ
。

最
近
は
、
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
放
射

線
診
断
の
リ
ス
ク
に
関
心
の
幅

を
広
げ
、
よ
り
安
全
な
超
音
波

診
断
の
技
術
習
得
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
ん
な

折
、
英
国
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌

に
驚
く
べ
き
論
文
が
発
表
さ
れ

た
。
Ｃ
Ｔ
を
撮
っ
た
子
ど
も

六
十
八
万
人
を
平
均
九
・
五
年

に
わ
た
っ
て
前
方
視
的
に
追
跡

し
た
と
こ
ろ
、
千
万
人
余
の
対

照
群
に
比
べ
て
白
血
病
や
脳
腫

瘍
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

が
ん
が
増
加
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
そ
の
頻
度
は
、
千
八
百

人
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
Ｃ
Ｔ
を
撮

る
と
、
そ
の
う
ち
一
人
が
何
ら

か
の
が
ん
に
な
る
と
言
う
。
本

当
な
の
だ
ろ
う
か
？　

確
か
め

る
た
め
、
執
筆
者
の
ジ
ョ
ン
・

マ
シ
ュ
ー
ズ
氏
（
メ
ル
ボ
ル
ン

大
学
・
統
計
学
）
の
講
演
を
聞

き
に
東
京
へ
向
か
っ
た
。
氏

は
が
ん
統
計
に
紛
れ
込
む
交
絡

因
子
に
つ
い
て
熱
心
に
話
さ
れ

た
。
今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
に

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
お
り
、

信
頼
性
の
高
い
研
究
で
あ
る
と

の
こ
と
。
こ
の
論
文
が
正
し
い

と
す
る
と
、
か
つ
て
の
集
団
接

種
と
同
じ
轍
を
踏
む
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
を
抱
い
た
。

日
本
の
Ｃ
Ｔ
保
有
数
は
世
界

で
も
断
ト
ツ
で
あ
り
、
そ
れ
だ

け
被
ば
く
す
る
回
数
も
多
い
。

胸
部
Ｃ
Ｔ
を
一
回
撮
る
と
、
単

純
撮
影
二
百
〜
四
百
回
分
の
被

ば
く
に
相
当
す
る
そ
う
だ
。
大

変
な
被
ば
く
量
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来

が
と
て
も
心
配
だ
。
目
の
前
の

患
者
に
本
当
に
Ｃ
Ｔ
が
必
要
な

の
か
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
画
像
診
断
が
必
要

な
ら
、
エ
コ
ー
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

で
代
替
で
き
な
い
か
を
熟
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
便
利
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
安
易
に
Ｃ
Ｔ
を
撮
り

続
け
る
こ
と
は
も
っ
て
の
ほ
か

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
集
団

接
種
で
の
誤
り
が
中
止
さ
れ
る

の
に
三
十
五
年
も
要
し
た
が
、

Ｃ
Ｔ
で
も
長
い
年
月
が
か
か
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
い
。

参
考
資
料

１
．
集
団
接
種
Ｂ
型
肝
炎
資
料

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/

file/06-Seisakujouhou-
10900000-enkoukyoku/
0000086510.pdf

２
．
マ
シ
ュ
ー
ズ
論
文

http://w
w
w
.bm

j.com
/

content/346/bm
j.

f2360

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第13回》

―
医
療
の
リ
ス
ク

子
ど
も
た
ち
に
害
を

与
え
て
は
な
ら
な
い

吉
田

　均
（
能
美
市
・
小
児
科
）

発刊のご案内

医院経営と雇用管理
このたび経営税務・雇用対策の一つとしてご活用いただ

いております『医院経営と雇用管理』の2016年改訂版が発
行されました。「2016年改訂版」では、会員の先生方や専門
家の方々から寄せられている意見や、この間の労働契約法、
パート労働法、育児・介護休業法、ハラスメントなどの改正
等を踏まえた内容となっております。

会員は１冊無料、２冊目からは会員価格（1,000円）
となります。FAX・電話・Eメールよりお申し込みください
（無料分１冊のみご希望の方もご注文ください）。

2016年 改訂版 

石川県保険医協会 電話：076(222)5373　FAX：076(231)5156
Ｅメール：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

第27回保団連医療研究集会

目次構成

医療安全管理対策の基礎知識
改訂版発刊のご案内

医科・
歯科共用

会員価格（1,000円）

（体裁：A4判・226ページ、定価：2,000円） 

石川県保険医協会 電話：076(222)5373　FAX：076(231)5156
Ｅメール：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

このたび、保団連より『医療安全管理対策の基礎知識』の2017年1月改訂版が発行されます。本
書は、2007年医療法改正による医療安全管理の義務化について、日常診療の中で必要な対応を効率
的に実施できるようまとめたものです。改訂版では、2015年10月より医療法に新設された「医療
事故調査制度」について、2016年6月に実施された一部改正など必要な情報も掲載しています。 

　　　　　　　　　　（定価2,000円）です。同封のＦＡＸ注文書・電話・メールよりお申し込みください。

第１節 医療安全管理
第２節 院内感染対策  
第３節 医薬品の安全管理
第４節 医療機器の安全管理 
第５節 医療安全管理対策
 自主点検チェック表
第６節 医療安全管理に関するＱ＆Ａ 
第７節 院内巡視チェック表     

第８節 医療事故調査制度の概要と留意点
資料１  関連法令 
資料２ 「ヒヤリ・ハット調査」結果概要（保団連調査）
資料３ 医療事故発生状況の概要と医療安全情報
参　考 １、消防計画や防災マニュアルの整備
 ２、新型インフルエンザ等対策行動計画に
 　 基づく診療継続計画

石 川 保 険 医 新 聞 2017年1月15日（毎月15日発行）（10）第537号
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とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年とり年
●同封の読者アンケート・クイズ解答用紙（A4）にクイズの答え、住所、電話番号、氏名、職業（勤務先または所属団体など）および本紙を読
まれた感想などを必ずご記入の上、FAXでお送り下さい（076－231－5156）。
●応募はお一人様一通に限らせていただきます。
●当選発表は賞品の発送をもって
　代えさせていただきます。

ヨコのカギ

必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で5人の方に、
図書カード（2,000円分）をプレゼント。新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます

【解き方】
二重ワクの文字をA～ I の順に
並べてできる言葉は、なに？
 　　　　　【作／モロズミ勝】

１　七福神が乗っています
５　負けると墨を塗られるかも？
８　こぐま座やカシオペア座など
９　やわらかい骨の焼き鳥
11　こぶしのきいた歌謡曲
13　鏡餅の上に乗せることも
15　クールジャパンの代表格
17　インド生まれの修行法
18　戦争のルール。国際……法
19　英語ではローズ
20　入り江。陸地に入りこんだ海
22　アウトライン。顔の……
24　布団の下に敷いてシワを伸ばす
25　……自慢。……仏
27　特別天然記念物の鳥の一つ
28　火山が噴火したときの穴
29　卵の外側を包んでいます
30　鶏の子ども
32　元旦の料理です
34　キリストの誕生日が元年
36　おみくじで今年の……
37　2017年は……29年

タテのカギ
１
　
エ
ビ
で
釣
る
こ
と
も
あ
る

２
　
風
の
方
向
を
教
え
て
く
れ
る
鶏

３
　
安
全
。…

…

な
人
選

４
　…

…

賀
状
。
新…

…

会

５
　
正
月
２
日
に
運
ぶ
荷
物

６
　
転
ば
ぬ
先
の…

…

７
　
木
曜
と
土
曜
の
間

８
　
１
月
第
２
月
曜
の
祝
日
は
？

10
　
ユ
ー
カ
リ
の
葉
が
主
食
で
す

12
　
１
月
11
日
に
食
べ
る…

…

の
行
事

14
　
数
を
か
ぞ
え
る
こ
と

16
　
太
陽
系
の
外
側
を
回
る
準
惑
星

19
　
悪
い
夢
を
食
べ
る
伝
説
上
の
動
物

21
　
利
息
。…

…

を
付
け
て
返
す

23
　
新
年
に
初
め
て
文
字
を
書
く
行
事

24
　…

…

に
小
判
。…

…

に
か
つ
お
ぶ
し

26
　
日
曜
の
前
日

28
　
横
向
き
に
歩
行
し
ま
す

29
　
ヒ
ラ
メ
に
似
た
平
た
い
魚

31
　
濃
い
青
紫
色
。…

…

ぺ
き
の
海

33
　
ト
リ
年
の
４
年
後
は…

…

年

35
　…

…

エ
ビ
。…

…

志
摩
国
立
公
園

クククククククククククククク新　春
2017年

締め切り
2017年2月1日（水）

午後5時
2017年2月1日（水）

午後5時A B C D E F G H I

ロロロロロロロロロロロロ ススススススススススススススス ワワワワワワワワワワワワワ ーーーーーーーーー ドドドドドドドドドドドドドドドパパパパパパパパパパパパパパパパ ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ ルルルルルルルルル

年の離れた兄の部屋では、いつもビートルズが流れていた。弟は小さい
うちはどうしても兄の影響からは抜け出せない。小学校３年生にしてビー
トルズナンバーで聞いていない曲は無くなった。４人の中で一番のお気に
入りは、ジョンレノン。音楽のみならず、言動、ファッション、何から何
までかっこよかった。早く目が悪くなって丸いメガネを買ってもらいた
い、などと真面目に考えていた。

学校の授業は、いつも退屈だった。さっさと家に帰って「ラジカセ」の
スイッチを押させてくれ、大音量で流れる「Twist and Shout」をジョン
と一緒に絶叫させてほしい、考えることはこんなことばかり。そんなある
日、たぶん中学３年の公民の授業だったと思う。先生の口から「ジョン
ロック」という名前が出る。教科書を確認する。太字で書いてある。テス
トに出るような超有名人のようだ。「ジョンロック」、ジョンレノンとロッ
クンロール、なんてかっこいい名前だ。

さっそく岩波文庫の「市民政府二論」を手に取る。わからない。でも、
わからないなりに言っていることはジョンレノン並みに「かっこいい」と
直感する。今から思えば、─ 「人間は本来的に自由である。でも、その自
由を手放して権力の支配と統制に身を委ねるのはなぜか。（統治論第二編
第９章冒頭）」 ─ このあたりが、家や学校に必要以上に縛られている（と
感じていた）当時の自分の「もやもやした思い」にピタッとはまったのか
もしれない（完全に後付けですが）。それからは、子ども向けの解説書で
ロックの思想を読み、そこから必然的にホッブズ、ルソー、モンテス

キューなども（かなり背伸びをして）わかった気になる。「政治思想史」
に偏った知識をもつ子どものできあがり。みんなビートルズのせいさ。

ロックの思想を、文字通り「教科書的に」まとめるとこうだ。「人は生
まれながらにして生命・自由・財産を守る権利をもっている。この３つの
権利 ─ 人権 ─ は、どんな権力によっても制限されない。そもそも国家は
こうした権利を守るために人民がつくったものだ」。これは、一昨年の

「安保法」制定過程において、にわかにクローズアップされた「立憲主義」
の考え方の源流であるのは言うまでもない。彼の立論は、イギリス名誉革
命を正当化する理論的根拠となり、アメリカ独立宣言やフランス人権宣
言、そして日本国憲法につながる。

日本国憲法では、最後の最後、「第10章」で立憲主義に係る条文が姿を
現す。極めつけは97条だ。「この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、
人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これらの権利は、過
去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永
久の権利として信託されたものである」。基本的人権は、教科書に載るよ
うな思想家だけでなく、自由獲得のために文字通り血を流しながら闘って
きた名もなき人々 ─ 「人類」 ─ の努力の成果であって、将来の国民に信託
されたものだと書いてある。これは、今を生きる我々に対して、「自由獲
得の努力をいっときも怠るでない」と言っているようなものだ。国民に課
された何と重い「義務」であろうか（ちなみに自民党憲法改正草案では、
この条文は11条との重複を名目にして「マルっと」削除されている）。

12月 8 日はジョンレノンが凶弾に倒れた日である。その悲劇的な死後、
彼を「愛と平和」の象徴に祭り上げる風潮には、正直うんざりしている。
彼は「聖人」でもなんでもなく、どうしようもない人間臭さも含めて「愛
される（あるいは批判される）」べきであり、「Imagine」だけ聞いて彼の
ことをわかったように語るなとも言いたくなる（何故か熱くなってます）。
でも、それでもやはり、不思議なめぐりあわせというものはある。12月 8
日はビートルズを知らない人には「真珠湾攻撃」の日である。これからも、
彼の命日が来るたびに、「平和」を思い「立憲主義」を考えることになる
だろう。

－ジョンレノンとジョンロックと立憲主義
みんなビートルズのせいさ

工藤　浩司（保険医協会事務局長）

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法寄 稿
シリーズ
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会員リレーエッセー ◆◆208◆◆原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

第
三
回
目
は
和
倉
温
泉
・・・

で
は
な
い
。
そ
の
対
岸
に
あ

る
「
ひ
ょ
っ
こ
り
温
泉 

島
の

湯
」
で
あ
る
。
な
ん
で
そ
ん
な

マ
イ
ナ
ー
な
温
泉
を
？？　

そ
れ

は
単
純
に
私
が
和
倉
よ
り
、
能

登
島
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
。
和
倉
温
泉
の
成
分
は

ほ
ぼ
海
水
に
近
い
。
う
ち
の
嫁

さ
ん
は
、「
肌
が
ひ
り
ひ
り
す

る
」
と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
能

登
島
の
方
は
ず
っ
と
お
肌
に
優

し
い
。
泉
質
が
異
な
る
の
だ
。

ち
ょ
っ
と
湯
量
の
話
を
し
た

い
。
和
倉
温
泉
の
湧
出
量
は
、

毎
分
千
八
百
七
十
五
・
六
リ
ッ

ト
ル
。
う
ち
、
四
六
・
四
％

の
八
百
六
十
二
・
五
リ
ッ
ト

ル
が
各
旅
館
に
配
湯
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
和
倉
温
泉

の
す
べ
て
の
旅
館
は
、
こ
の

八
百
六
十
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を

分
け
合
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
一
回
目
の
休
暇
村
能
登
千

里
浜
は
四
百
十
六
リ
ッ
ト
ル
、

二
回
目
に
登
場
し
た
の
と
じ
荘

は
二
百
四
十
リ
ッ
ト
ル
（
加
温

循
環
風
呂
）、
そ
し
て
、
今
日

ご
紹
介
す
る
ひ
ょ
っ
こ
り
温
泉

は
四
百
六
十
六
リ
ッ
ト
ル
。
一

つ
の
温
泉
施
設
を
賄
う
に
は
有

り
余
る
湯
量
だ
。

ひ
ょ
っ
こ
り
温
泉
の
特
徴
は

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
前
述

し
た
そ
の
豊
富
な
湯
量
。
二

つ
目
は
、
県
内
で
は
突
出
し

て
高
い
源
泉
の
温
度
で
あ
る
。

七
十
二
度
と
い
う
高
温
の
湯

は
、
井
戸
水
に
よ
っ
て
温
度
調

整
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が

あ
だ
と
な
っ
た
の
か
、
温
度
調

整
が
難
し
い
た
め
か
、
源
泉
掛

け
流
し
と
な
っ
て
い
る
の
は
家

族
風
呂
だ
け
な
の
が
惜
し
い
。

三
つ
目
は
露
天
風
呂
か
ら
見

る
そ
の
眺
望
だ
。
開
放
的
と
言

え
ば
、
そ
の
通
り
だ
が
、
少
々

気
が
引
け
る
ほ
ど
オ
ー
プ
ン

だ
。
女
性
は
抵
抗
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
眼
前
に
広
が
る
七

尾
湾
は
ま
る

で
パ
ノ
ラ
マ

写
真
の
よ
う

だ
。
遮
る
物

は
何
も
無

く
、
空
と
海

の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
心
を

洗
う
。
和
倉

温
泉
で
は
決

し
て
味
わ
う

こ
と
の
で
き

な
い
贅
沢
で

あ
る
。

こ
の
島
の

温
泉
は
地
域

の
町
お
こ
し
の
象
徴
の
よ
う
な

施
設
で
、
次
々
と
整
備
さ
れ
て

い
る
。
露
天
風
呂
は
も
う
一

つ
、
プ
ー
ル
と
見
ま
が
う
洋
風

様
式
が
あ
る
。
他
に
ジ
ャ
グ

ジ
ー
、
砂
風
呂
、
サ
ウ
ナ
、
内

風
呂
と
大
家
族
で
も
楽
し
め

る
。
併
設
さ
れ
た
「
島
の
湯
食

堂
」
は
、
ご
く
普
通
の
レ
ス
ト

ラ
ン
だ
が
、
メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富

な
の
で
半
日
過
ご
し
て
も
飽
き

る
こ
と
は
な
い
。

島
の
食
堂
は
ち
ょ
っ
と
ね
〜

〜
と
い
う
向
き

に
は
、
二
つ
お

食
事
処
を
紹
介

す
る
。
和
倉
温

泉
に
繋
が
る
能

登
島
大
橋
を
渡

り
、
ひ
た
す
ら

ま
っ
す
ぐ
進

む
。
途
中
で
右

折
す
る
と
和
倉

温
泉
の
中
心
部

と
な
る
の
で
、

注
意
が
必
要

だ
。
や
が
て
、

右
手
に
大
き
な

屋
敷
が
見
え
る
。
こ
の
お
屋
敷

は
、
地
元
の
有
力
者
の
お
家
を

改
装
し
た
も
の
で
、
正
体
は
お

寿
司
屋
さ
ん
だ
。「
能
登
す
し

の
庄　

信
寿
し
」
が
正
式
名
称

だ
が
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た

庭
園
を
見
な
が
ら
食
す
寿
司
の

一
品
は
格
別
で
あ
る
。
何
と

言
っ
て
も
、
こ
こ
は
能
登
。
素

材
の
良
さ
は
折
り
紙
付
き
だ
。

も
う
一
つ
。
こ
ち
ら
は
ま
た

ま
た
、
蕎
麦
屋
さ
ん
。
七
尾
市

の
町
外
れ
、
有
り
体
に
言
っ
て

田
舎
の
ど
真
ん
中
。
小
丸
山
公

園
か
ら
、
県
道
二
号
線
（
い
わ

ゆ
る
西
往
来
）
を
金
沢
に
向
か

う
。
家
並
み
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
こ
ろ
に
、
左
手
、
小
さ
な

脇
道
の
袂
に
の
ぼ
り
旗
が
立
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
目
安
だ
。

「
蕎
麦
処　

欅
庵
」
ま
あ
、
前

も
っ
て
知
っ
て
い
な
い
と
ほ
ぼ

百
％
見
落
と
す
。
だ
が
、
こ
こ

の
お
蕎
麦
が
お
い
し
い
の
だ
。

最
近
七
尾
へ
帰
る
と
必
ず
立
ち

寄
っ
て
い
る
。
紙
面
が
残
り
少

な
い
。
縁
側
を
彩
る
季
節
の

花
々
を
眺
め
な
が
ら
い
た
だ
く

そ
ば
湯
。
こ
の
味
が
分
か
る
よ

う
に
な
る
の
は
、
や
は
り
還
暦

を
過
ぎ
な
い
と
・
・
・
。

最
近
毎
日
の
郵
便
物
に
、
研
修
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
（
以
下
、
全
て
研
修
と
略
）
な
ど
の
案
内
が
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
多
い
。
ま
ず
確
認
す
る
の
が
、「
単
位
が
付
く
か
」
だ
。

自
分
が
開
業
し
た
こ
ろ
、
単
位
の
付
く
研
修
な
ど
な
か
っ

た
。
や
が
て
、
日
医
産
業
医
に
単
位
が
付
き
、
シ
ー
ル
を
貼

る
研
修
手
帳
が
届
い
て
び
っ
く
り
。
さ
ら
に
、
学
会
の
専
門

医
制
が
で
き
、
各
学
会
が
当
初
、
移
行
措
置
な
ど
で
、
卒

業
年
時
の
古
い
会
員
に
、
試
験
な
ど
の
難
し
い
条
件
を
免
除

し
、
認
定
医
や
専
門
医
資
格
を
乱
発
。
恩
恵
に
浴
し
た
者
も

多
い
。
だ
が
そ
の
資
格
の
更
新
に
は
所
定
の
「
単
位
」
が
必

要
で
、
結
果
的
に
各
学
会
は
大
い
に
財
政
的
に
潤
っ
た
よ
う

だ
。
内
科
学
会
な
ん
か
、
東
京
本
郷
に
自
前
の
ビ
ル
ま
で
建

て
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
開
業
医
は
、
生
涯
教
育
と
か
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
か
、
診
療
報
酬
上
で
の
加
算
ま
で
、

す
べ
て
「
出
席
し
て
な
ん
ぼ
」
の
「
単
位
」
の
時
代
に
飲
み

込
ま
れ
て
き
た
。

こ
こ
に
至
る
と
、
色
々
問
題
が
出
て
く
る
。
一
つ
は
、
研

修
の
「
質
・
内
容
」
の
問
題
。
こ
ん
な
人
が
講
師
か

！？.
と

ち
ょ
っ
と
首
を
傾
げ
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

開
催
側
の
苦
労
、
特
に
医
師
会
担
当
理
事
の
方
々
の
苦
労
も

理
解
で
き
る
。
と
に
か
く
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
講
師
を
見
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
参
加
者
側
に
も
問
題
あ

り
。
某
研
修
会
で
は
、
若
い
医
師
が
初
め
か
ら
、
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
を
用
意
し
て
何
や
ら
入
力
。
学
会
発
表
の
準
備
か
。
そ
ん

な
自
分
も
研
修
が
始
ま
り
照
明
が
暗
く
な
る
と
、
ウ
ト
ウ
ト

と
気
持
ち
が
良
く
な
る
。
周
り
か
ら
も
寝
息
が
聞
こ
え
る
。

そ
ん
な
研
修
会
の
単
位
、
そ
も
そ
も
一
体
何
の
た
め
に
取

る
？　

自
己
研
修
の
証
と
し
て
。
世
間
に
、
医
師
は
日
々
研

鑽
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
ポ
ー
ズ
の
た
め
。
あ
る
い
は
、
診

療
報
酬
上
の
恩
恵
を
受
け
る
た
め
や
む
を
得
ず
・
・
・
。
し

か
し
何
か
点
取
り
虫
の
よ
う
に
な
っ
て
、
心
が
貧
し
く
な
る

気
も
す
る
。
内
科
医
は
聴
診
器
、
外
科
医
は
メ
ス
で
勝
負
す

る
の
が
本
来
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
う
。

だ
が
、
年
を
取
る
と
周
り
か
ら
、
も
う
専
門
医
資
格
は
今

後
は
更
新
し
な
い
、
学
会
も
辞
め
る
と
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
。
い
ろ
ん
な
単
位
・
資
格
を
維
持
す
る
こ
と
が
バ
カ
ら
し

く
な
っ
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

「
単
位
」に
追
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
医
師
た
ち

喜
多
　
徹（
野
々
市
市
・
内
科
）

囲 碁

（解答は 5 面にあります） （解答は 5 面にあります）
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〈ヒント〉 白のダメヅマリをとがめて
 無条件で仕留めます。

〈ヒント〉3手目が急所となります。
 （10分で二段）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
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ら 9までの数字のどれか
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